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1序 論
第一次世界大 戦後,ア メ リカ文学 に偉大 な産 物が生 じた。 ア メ リカ文
学が,20世 紀文 学 として,他 国の文学 に見 るこ との出来 ない,特 色を も
っ ように なったの は,こ の大戦 に よって 目覚め た,戦 後青年 の一 連 の グ
ル ープF.ScottFitzgerald,ErnestHemingway,JohnDos
PassOs,の 業 績に よる ところが大 きい。その 中で も,ま ず 第一 人者 と
し て,目 され る の が,ErnestMillerHemingwayであ る。 彼 を し
て,PulitzerPrizeの 対象者,NobelPrizeの 授賞 者,LostGeneration
の代表者 として,高 く評価せ しめた ものは何 か。読者 の心 の中 に,数 多
くの作品 を残 して,永 遠 に強 く印象づ けた要素 とは,一 体 何 なのであ ろ
うか。
Hemingwayほ ど,文 体 の練磨 に努力 を傾 け,文 体 と人間性 が一 致 して
いる作 家は少 ない。彼 は,「 言葉 の貯蓄 者」だ。作者 が,対 象物 と読者 の
間 に立 ち入 るこ とを,極 度 に避 け,簡 潔で平 明な文章だ けを,手 だ て と
して,読 者を,直 接 対象物 に交渉 させ よ うとす る。場面 ・人物 に関す る
作 者の主観的 な コメン トは,一 切 無用 であ り,真 実だ けが,描 写 されれ
ば よい と考 える。彼 の創 作態度 は,DeathintheAfternoonの中 に も,








では こ こで,Hemingwayの 文体 の特 徴 を,簡 単に ま とめてみ よ う。
(a)短 文 の使 用。重文 が多 く,複 文 が少 ない。"and"を 用いて文 を羅
列 させ る。
(b)客 観的hard-boiled描 写。
(c)主 観的 なコ メン トを排除 し,抑 制叙 法を用い る。
(d)語 の反 復性 ・集 中性。
(e)語 の選択 ・極度 の き りつ め。
(f)ActiveVoiceの 使 用。
(9)日 常 会話的 ・単調 な言葉 と構造。
(h)断 音的文体。 、
(i)会 話 体 において通 常用 い られ る`hesaid'或 は`saidhe'を 省 略
す る。
実例 を掲げて,文 体 上 の特 色を考察す る ことは,本 論 に譲 る として,
彼の文体 の系譜 をた どってみ る ことにす る。
(a)新 聞記者時 代。
(b)パ リで の修業時 代一GertrudeStein,SherwoodAndersonか
らの影響。
(c)MarkTwain,StephenCraneからの影響 。
(d)聖 書 か らの影響 。
Hemingwayは,そ の修業時 代 に,TheKansasCityStar,The
TorontoDailyStar,Weeklyでジ ャーナ リス トとしての基礎 を叩 き込




にはス ピー ドのあ る表 現 を学 び,彼 自身の文体 を形 成 して い った と考 え





ここで は,Hemingwayの 文体が理 想的な表現 に まで到達 した と言わ
れ る,彼 の最後 の作品TheOldManandtheSeaを取 り上 げ,手 法を中
心に,Crane,Faulknerとの文体上の比較,Hemingwayと 日本 文学 の
関係な 乙 幅広 く項 目を設 け,彼 の文体 に注 目してみ る。
TheOldManandtheSeaは,約2万7千 語 か らなる作品 で,全 文が,
1952年9月1日 の"Life"に 掲載 され,単 行本 として も,ス ク リブナ ー社
か ら出版 され てい る。
IITheOldManandtheSeaの 手 法
II章 で は,彼 の手法 の うちで も,特 色の著 しい,i)主 語転位 法,ii)
特殊表現 法,iii)比 喩表現,iv)象 徴 的表現 の四項 目に分 けて考察 を深
めてみ たい。
i)主 語転位 法
これ は,Hemingway独 特の手法で,主 語の 人称 が,引 用符 を用 いず に
瞬間的 に転位 して,思 想や感情 をそ の まま直接話 法的に表現す る,文 法 、
を超越 した特殊 な叙述形 式であ る。 人称 が転位 して も,転 換が,迅 速 か
つ 自由 に行なわれ る ところか ら,読 者 に違 和感 を与 えることもな く,そ
の場の情景 を よ り リアルに,適 確 に,読 者に伝 える ことが出来 る。 しか
も作 中ず っと,間 接話 法で叙述す る よ りも,読 者へ の説得力,親 近 感は
大 き く,引 用 符を用 いた正 式の直接話 法 よ りも,歯 切れ が よ く,テ ンポ







老 人の脳裏 をかすめ る 「生」 への思 いが,一 人称 の立場 で,主 観的 に
語 られ てい る。 適確な転位で読 者を巧み に導 き,老 人の心の高ぶ りを,
効果的 に訴 えてい る為,少 しの抵 抗 もな く,そ の場 の状 況が判断出来 る。
又導 入動詞`thought'を 用 いてい るが,形 容詞,副 詞 を付加 して,"思 っ






、 上記 のパ ラグラ フで は,同 時に三人称 の立 場を とる,老 人 と大魚 の関
係を明確 に し,読 者の混乱 を避 け る為 に,老 人 を一 人称 に転位 す る配 慮
がな され てい る。老人をtheoldmanと 置 き換 えた り,魚 をthefishと
表 現 して両 者を区 別したのでは,Hemingwayの 意 図す る,歯 切 れ の よい
文 体 は期待 出来 ない し,作 品 自体の盛 り上 が りも沈 んで しま う。
次 に二 人称 に転位す る叙 法を取 り上 げてみ よ う。 これに は,相 手 を指
示 す る場合 と,老 人自身 を指示 す る場合 との二 通 りがある。まず老 人が,
二 人称 に転 位す る場 合 を考 えてみ よ う。 これ は導 入動 詞 の働 きをす る
`thought'に よって,三 人称 が二人称 に移 行 して,客 観的 な立場か ら自分
自身 に呼びか け,反 省,決 意 な どを促 す叙述形式 であ る。TheOldMan
andtheSeaの 作 中には,前 記 の一 人称 ほ ど,多 くの文例 は見 られ ない







`IwishIhadtheboy'一 老 人の胸に,切 なる願 いが こみ上 げて くる
と,Hemingwayは,巧 み に彼独 特の手 法を取 り入れて いる。老 人が,愛
す る少年 の不在 を自分に言い聞かせ るため に,自 らを二人称 に転 位 して,
自分 自身に説得 を促す 方法 を とってい る。又 こ こでは,`inthedarkor
inthelight'と 叙述 す る ところ を,`inthedarkornotinthedark'と







上記 の文 中にお ける,一 人称,二 人称,三 人称 はすべ て,Santiago老
人を指示 してい る。`Helayinthestern…'Yこ 始 まる一文 は,間 接的 にみ
た老人 の行動描写 で あ り,次 の一人称 に転位 す ると,老 人が 「運」 につ
いての考 えを述 べ る,直 接表 現へ と変 る。 さ らにそれ が,二 人称 に転位
す る と・老 人が 自分 自身に言 い きかせ る呼びか 励の叙述 形式へ と移行す
る。 この文中 において は,`halfofhim'の`him'だけが,大 魚 を指示 す
る三人称 であ る。
最後 に相手 を指示す る,二 人称の例 をあげ よ う。 この文例 は,前 記の
二 つ の場合 に比べ る とご く少 な く,TheOldManandtheSeaの中 には
数例 しか見 られ ない。
Youw。rkn。w,fi、hheth。ught.1'llt。k,y。uatth。tu,κ)
上 例 の 二 人 称 は,`thefish'を 指 示 し て い る 。 呼 び か け`fish'を 付 け 加
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えて,人 称指示 の混乱 を避 け る とともに,`1'に 転位 した老人 が,闘 争 の









斜字体 の二 人称 は魚 を指 示す るが,そ の他 の一 人称,二 人称及 び三人
称 は,す べ て老人 を示 してい る。一連 の文中 において,老 人 と大 魚が同
じ二人称 の立場 を とってい るた め,Hemingwayは,`fish'`brother'とい
う魚へ の呼 びか けを後に付 け加 えて,人 称指示 の混乱 を避 け る配 慮 を施
して い る。 最初 のパ ラグラフで は,二 人称 の魚に対 して,老 人が一人称
に転位 して お り,魚 への彼 の気持 を述 べて いる。次のパ ラ グラフに移 る
と,老 人を二 人称 に転位 して,気 分が悪 くな った 自分 に呼 びかけて,元
気づ け る方法 を とって いる。
ii)特 殊 表現 法
a)同 語 ・同句の繰 り返 し
Hemingwayの 手 法の特色 の一 つに,同 語 ・同句 の反復 があ げ られ る。
語 や句を何度 か重 ねて,願 望 の強 さ,感 情 の高ぶ り,物 事 の進 行状態 の
深 さなどを,印 象的に描写す る叙 法で ある。 ここにTheOldManand










老 人 は,魚 と の 闘 争 で ひ き つ っ た 手 が,一 時 も早 く回 復 す る よ うに と
願 う。 そ ん な 彼 の 願 い が,`open'の 反 復 に 切 実 に 表 現 さ れ て い る 。 こ の
短 い パ ラ グ ラ フ の 中 で`open'を6回 も,そ れ も す べ て 動 詞 に 用 い て お
り,普 通 な ら ば 悪 文 の 見 本 に な る も の を,実 に 見 事 に 生 か し て 用 い て い
る 。`withthesun'と`whenthestrongtunaisdigested'を伴 っ た
`maybeitwillopen'の繰 り返 し が 老 人 の 心 理 描 写 を,効 果 的 に 示 し て
い る 。









単 調 な 会 話 の 中 に 最 上 級`greatest'が 強 調 さ れ,野 球 の 話 に 夢 中 に
な っ て い る,老 人 と 少 年 の 無 邪 気 な や り と り が,印 象 深 く描 写 さ れ て い
る 。
b)同 型 文 の 繰 り返 し
同 語,同 句 の 反 復 と 同 様 に,同 型 文 の 繰 り 返 し が あ げ ら れ
る 。Hemingwayは,こ れ を 二 度 あ る い は ま れ に,三 ・四 度 繰 り返 す こ と








,魚 の出現 を待 ち望 む,老 人の期待
を表現 してい る。 又文 の繰 り返 しが単 調に なるの を避 けて,二 種 類の 同
型文 を交 互 に組み合 わせ るこ とに よ り,聴 覚だ けで はな く,視 覚に訴 え
る効果 をあげ てい る。
iii)比 喩 表現 法
HemingwayのTheOldManandtheSeaにお いて も,比 喩的 な表現




粉袋 のつ ぎがあち こちに当て られた帆 を,Hemingwayは,`theflag
ofpermanentdefeat'にた とえてい る。彼 が推賞 したStephenCrane
も又,TheRedBadgeofCourageの作中 において,主 人公の心 の動 きを
旗 にた とえてい るが,そ の手 法の影響 を受 けて い るとも考 え られ る。
(13)Th
eywereasoldaserosionsinafishlessdesert.
深い傷痕を,魚 の住 まない砂漠 の`erosions'に た とえている。視 覚 に
訴 えた印象的 な描写 であ る。
その他Hemingwayの 比喩表現 には,動 物や物 象 を人間 と対等 な次元
で とらえる擬 人化 があ る。TheOldManandtheSeaでは,そ れが こ と
に著 しいばか りでな く,ほ とん どすべて の物 象に まで及 んでい る。 こ こ













iv)象 徴 的表現 覧
TheOldManandtheSeaにお いて幾 度 とな く取 り上 げ られた,ア フ
リカの ライオンやDiMaggioは 一体 何を暗示 し,象 徴 してい るの か。老
人 は,ラ イオンの夢 を三度み た。 海でのた たかいが苦 境に入 る と,老 人
は いつ もDiMaggioの こ とを考 え,愛 す る少年 を思 い,ラ イオ ンの夢 が
みたい と思 う。Hemingwayは,ラ イオ ンやDiMaggioと い う具 体的 な
事柄 を読 者に投げ かけ ることによ り,彼 等 がそ こに映像 を意 識 して,個 々
の世界の 中に,象 徴的 効果を生み 出す こ とを期待 したのであ る。 この他
TheOldManandtheSeaでは,大 魚 の残骸 を 「敗北 の象徴 」 として取
り上げた り,海 か ら帰 った老人が,マ ス トをかつ いで坂道 を登 る光 景 を,
十 字架を背 負 った キ リス トの最後 の姿 であ る として,象 徴的効果 を見 い
出 してい る説 もあ る。 これに はPhilipYoungや 高村勝治のそれ があ る
が,Hemingwayの 創 作態度や簡 潔な文体 との関係 を考 える上 で,妥 当 な
解釈 ともい え よ う。
IIICrane及 びFaulknerと の 対 照
i)Craneの 文体
序論で もふれた ように,HemingwayはStephenCraneから文体上
の影響 を多大 に受 け,そ の手法 を賞讃 した といわれ る。先人 の影響 の一
例 として,Craneの"TheOpenBoat"から文 例を取 り上げ,TheOld








S+Vの 単 純 で 歯 切 れ の よ い 文 章 を`and',`then'で 連 結 し た,単 文 の





文 の並 列に よる,簡 潔 でキ ビキ ビした叙述 であ る。 このAB・BAと 反
復 す る並 列表 現 に も,律 動的 で視 覚 に訴 える,Hemingway的 な繰 り返 し
が見 られ,詩 的で もある。
'又TheOldManandtheSeaで ,終 始老人 の脳裏 を離れ なか った,ア
フ リカの ライオ ンの姿 が,こ こで は猛威 をふ る っておそ いか か る,波 の
残酷 さにた とえ られ てい る。
Thewindcamestronger,andsometimesawavesuddenly
..(is)ragedoutlikeamountaincat,
Craneは,海 に よって代表 され る 「自然」 にsymbolを 見 い出 し,猛
威 をふ る う海 と人間 の関係 を,ス ポ ー ツ的 な健全 さを もって,印 象的 に
描写 している。TheOld/VlanandtheSeaに語 られて いる,"自 然へ の
愛"と い う心理 描写 は ここでは見 られ ないが,残 酷 な海 との闘争 の うち
に,人 間の忍耐力 と乗組 員同志の美 しい友情 の交 流を,リ アルな タ ッチ
で叙 述 した海の叙事詩 であ る。 この短篇 は,海 での死闘 を主題 としてい
る ところか ら,TheOldManandtheSeaと比較 され る ことが多 く,登
場 す る生物や,新 奇 な情景 描写 に も,我 々はHemingway的 な要 素を見
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い 出すの である。
そ の他HemingwayとCraneの比較 は,い ろいろな分 野にわ た って
行 われて いるが,こ とに同 じ戦争小説で あ るAFarewelltoArmsと
TheRedBadgeofCourageの文体 を比較 してみ るの も興 味深い研 究で
あ る。
ii)Faulknerの 文体
現 代 の ア メ リカ文 学 を代 表 す る作 家 とい えぽ,誰 し も迷 わ ず この
HemingwayとWilliamFaulknerを思 い浮かべ るに違 いない。 しか
し,両 者 を一 線 に並べ て,制 作態度 ・題材 ・文体 な どを比較 してみ る と
明 らかな相違 がみ られ る。Hemingwayは,経 歴,家 族,環 境 に固執 す る
こ とな く,現 実のわ くの中で,客 観的 に事実 を叙述 す るこ とに意 図 を こ
らした作家であ った。しか しFaulknerは,登 場人物の過去 と,未 来 を含
む 歴史全体 にスポ ッ トを あて,描 写 しつ くさな けれ ば気がす まない制 作
意 欲に もえていたので ある。 彼に とって,過 去 とは,経 過 した一時期 で
あ るばか りでな く,記 述 に よって,再 び生気を もち得 る,人 間の存 在 と
は 強 力 な 絆 に よ って 堅 く結 ば れ た 価 値 あ る も の と し て 考 え られ
た。Faulknerの 文体 は,文 法を無視 して,限 界を認めず,名 詞一 語 を修
飾す る形 容詞の数 がぽ う大で,イ メージが イメージを生むか の よ うに,
想像 力が働 き,息 の長 い複文や混合文 が要約 を嫌 って,一 つ の総体 を生
じるので あ る。 ここにそ の実 例 と して,サ トペ ンー家 の 歴 史 を扱 った
Absalom,Absalom!の 冒頭 に近 い部 分か ら,特 色の著 しい文 例を とり上












`coffin-smelling'の 描 写 に 始 ま っ た 上 記 の 文 章 は
,外 側 の 壁 を 這 う
`wistaria'へ と続 き
,`Septembersun'を思 い 起 し た か と思 う と,雀 の 雲
な す`flutter'に`idleboy'カミ打 ち ふ る`stick'の イ メ ー ジ を た く し て,
薄 暗 い 室 内 に 見 え る 老 人 の 顔 を,`crucifiedchild'にた と え る ま で に い
た る 。 多 岐 多 様 な 語 の イ メ ー ジ を,強 引 に ま と め て は い る が,断 片 に 「全
体 」を 描 写 し す ぎ て,総 体 か ら の 印 象 に 強 い 説 得 力 が 欠 け て い る よ うだ 。
ノ
ここでは,FaulknerのAbsalom,Absalom!に一 例 を と り,文 体 の相
違 を考察 した に とどまるが,Hemingwayの 文体 を,客 観的 に認 識す るた
めに も,Faulknerの 文体 にその研 究対 象を とってみ る ことは興味 深い。
IVHemingwayと 日本 文 学
HemingwayのTheOldManandtheSeaは,1933年3月 チ ャール
ズ ・イー ・タ トル商会か ら福 田恒 存の翻訳で初 めて出版 され,日 本 に紹
介 され るは こび とな った作品で ある。 女性的 な+1情 詩の文学 を主流 とす
る,近 代 日本 の風土の中で,hard-boiledな リア リズ ムの精神や,ア メ リ
カ的 な行動主義や思想 が,ど こまで吸収 出来 うるか,現 在の ところ まだ
疑問であ る・ここに,Hemingwayと 日本文学 の関係 を述 べて いる,諸 氏
の意 見を い くつか取 り上 げてみ るこ とにす る。 文芸評論家 の荒正人 は次
の よ うに述べ てい る。
彼 の ハー ド ・ボイル ドと称 され るス タイルは,本 来 日本の作家の
手 に負 えぬ ものであ る。 これ とて文章だ けを真似 るこ とはで きる。
だがそれ はア ロハ ・シ ャツの ような ものだ。 肌に合わ な くな って し
ま う。 ヘ ミング ウェイの スタ イルの なかに は,芸 術家の全重量 がか






果 してどこまで日本文学 と同質的なものが認められるか とい う問題
になると,著 しく否定的にならざるを得ないであろ う。 しょせん,




Hemingwayと 日本文学の関連を考 える場合,そ の影響を受けたと称




OldManandtheSeaか ら,文 体 とい うよりむ しろ構想の手段を学 んだ
と考えられる。さらに,石 原慎太郎の 「太陽の季節」になると,元 来の
日本文学には含み得ない,Hemingway的 な筋肉を主体 とす る原始主義
への傾向を感得出来る。今までの日本文学 と内容を異にす るだけでなく,
物象をとらえる感覚の新奇 さに,断 片的な文体それ自体に,日 本の封建
性に由来す る小説の傾向を脱 した飛躍が見 られる。
☆ ☆ ☆
以上TheOldManandtheSeaにみ るHemingwayの 文体上の特徴
を考察してきたが,彼 の文体を思 う時ほど,小 説家 としての偉大 さ,優
秀 さを感ずることはない。又彼ほ ど人間性 と文体が一致 している作家も
他にはあるまい。文体は彼の長年の獲得物であり,最 後の作品TheOld
ManandtheSeaに おいて,一 つの理想的な到達点に達す るにいたっ
た。彼は,「言葉の貯蓄者」なのだ。対象から受 けた感銘を口伝えにしよ
うとはしない。華美 な言葉を使 って,対 象と読者の間に立ち入ることを
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極度に避けているのである。つとめて簡潔であるため,感 銘をより強 く
表現するために,彼 は繊細 な態度で,適 確な用語 と構文の選択にあた っ
た。修飾を こえた,平 易な文体の中に,"Hemingwayの 世界"を つ くりL
上げたのである。曖昧 さを排除した単調な叙述の中に,濃 厚な味をた く
わ えうる文体の存在を勝ち得たのである。原始性,非 情さ,冷 静さに我 々
は,詩 的イメージをもたない,Hemingwayの 非文学的な文体のあ りか
を,本 質の存在を認める。もし彼の本質を知 りたければ,彼 の芸術を理
解 した けれ ば,そ の文体 の特 質 を探 って み るが よい。必ずや そ こ
り
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